
〇 〇 〇 〇
特 特 地 北
定 定 域 海

平 調 調 森 道
成 達 達 林 苦
十 契 道 契 道 計 情 公
四 約 警 約 立 画 審
年 に 察 に 北 の 査
十 係 本 係 見 変 委

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
都 道 道 一 知 知 区
市 路 路 般 事 事 域
計 の の 競 権 権 内
画 区 供 争 限 限 特
事 域 用 入 に に 定
業 の の 札 係 係 養
の 変 開 の る る 殖
事 更 始 実 保 保 業

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
特 漁 土 道 土 土 農 と
定 獲 地 営 地 地 業 畜
第 共 改 土 改 改 委 場
二 済 良 地 良 良 員 番
号 に 事 改 事 区 会 号
漁 係 業 良 業 の が の
業 る の 事 の 役 行 指
者 規 工 業 施 員 う 定

第

〇 〇 〇
置 北 特 消
並 海 定 防
び 道 非 用
に 病 営 設
こ 院 利 備 告
れ 事 活 等
ら 業 動 の
の 会 法 工

号

毎
週
火
・
金
曜

月 る 部 る 病 更 員 表
十 入 告 落 院 の
一 札 示 札 告 活
日 の 者 示 動

公 等 状
告 の 況

公
示

金

曜

日

業 及 施 安 安 者
計 び 林 林 に
画 供 の の 係
の 用 指 指 る
変 の 定 定 共
更 開 の 済
の 始 解 契
認 除 約
可 の

締
結
に
つ

に 約 事 変 行 の 交 の
係 に の 更 の 住 換 一
る つ 完 計 認 所 分 部
共 い 了 画 可 変 合 改
済 て の の 申 更 計 正
契 の 届 決 請 の 画
約 同 出 定 の 届 の
の 意 適 出 認
締 の 否 可
結 確 の （
に 認 決 二
つ 定 件
い ）

店 計 人 事 示 目
舗 に の 又
に 係 設 は
お る 立 整
い 出 の 備
て 納 認 に
取 取 証 関
り 扱 の す
扱 金 申 る
わ 融 請 講
せ 機 習
る 関 の 次
事 及 実

日
発
行

（
道
民
相（

森 談
林 セ
計 ン
画 タ
課 ー

い
て
の
同
意
の
確
認（

公 （ （ （ （
園 道 道 建 水
下 路 路 設 産（ （
水 整 整 情 治 治 経
道 備 備 報 山 山 営
課 課 課 課 課 課 課

て
の
同
意
の
確
認 （ （ （ （

土 土 土 土
地 地 地 地（ （ （ （

水 水 改 改 改 改 農 食
産 産 良 良 良 良 地 品
経 経 指 指 指 指 調 衛
営 営 導 導 導 導 整 生
課 課 課 課 課 課 課 課

務 び 施
の 収
範 納
囲 取
の 扱
一 金
部 融（

道 改 機
立 正 関 （ （
病 の 生 防
院 名 活 災
管 称 振 消
理 及 興 防 発行
室 び 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ）

五 五 五 五
八 八 八 七

６７
申 防防火

講 消消防
受受

手書

設設関請

用用に講

備備す

） ） ） ） ） ） ）

五 五 五 五 五 五 五
六 五 五 四 四 三 三

３４５

の消な消習

次の受講講

設開習 申 各防い防の

講
書 の備の備催 請 号設も

い士士日の

） ） ） ） ） ） ） ）

五 五 五 五 五 五 五 五
三 三 三 三 三 二 二 二

小

函旭室釧帯北苫受
２

市市講 牧 館川蘭路広見

対

市市市市市

） 位 ） ）
電話

ペ
五 五 四 ー
二 〇 九 ジ 印刷

に１ 北

消関 海

す平開開札 道

る成

防
告催幌 催 法
講 示地 習年地市 第

及

昭
和
以月び

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇
一
般
競
争
入
札

法数送 関の他

の 等等る
又等料先

法事令付

係工

こ郵号

関整関

にはに

令

習 るにると便

す備す講
）号幌

区 事関事。番札

ご るセ

分 項す項

ン と 事

れ状習及 受 ず免講時 の

交受会 期

かのをび 付内

当をた

該付け間場容

に

途

るけと平は別

す受こ

受

者たの成、

日あ

申

かる年月講

ら者

警警消警消

２で月日請

象 報火報報火報火

警消

備備備

設設設設設設設

及及及及及者

備備備備

警

びびびびびびび

及及

難報難報

避警避避警避

設設設設設設設

難報難
・・・

備備備備備備備

火火火火

消消消消

・

講全 下 号講 年

習 法日習種

第防分 区 律消区類

設分消

備火

習、 第
講備 ）士設 号
」警

い設 の
と報 条
う備

の
実
施
に告
関
す
る
公
告

ー

に 項－タ
ビ

２４１ル

時時時札 円

間間間幌

収

央社 道

中 海

市階 北

四 区団

九

に

条北 紙

５人 証

北法 入

日であ

年、２ま者

西海

内該のて

以当

者習）印通

の講月消に

、受らあす

でをかの知
るる 消け

設日の

防た日も。

まり

士ら）限

備か月に

器器器器

習年で受

講５

に
を難 定
）避 規

。、 の

消 、
と・ り

の備 よ
次設

実道器 防
り海火 消

お北

等
る 備

す事 設
施知） 用

の
。堀

示

入

目防 納

丁消 り

６道 よ 以け

る２協
番備 す

２設

を

のる

けの送け

受内郵付

工

と合）

この場。

たも

備

也 整
は

達 又
事

六
〇



３
利

営 の表 非 請定
申特代

動 っ活者 あ

北 海

２
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

道 公 報

１
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

第

立 北

特の 海

定認平 道

非証成

又

告 は受

営の 示 社講

利申年 第 団申

活請 法請

動が月 人書

促あ 号 北提
海出進っ日

号

８
受

そ

平講

成申
十請
四の書
年は
十

名 月の氏 年人
法 たの 、

人きや増平生山

日称名
が

間るか進成き本

と介にに

し護楽寄年い俊

いす月ン

て支し与９セ

人のれ 法 たの所さ

自援

的

名在目 月の氏所た 年

を平た三旭人

日称名地
市のの

目成の浦川こ等

し 的

岡人助

と年び睦豊法手

所さ

る月８はけ

す９子

氏所た 年人のれ 法 たの

日称名地的

名在目 月の

健老す

平地仁函保い供

市の・後る

成域司館こ

福

療元と

年祉松法医をこ

町は又気を

８支博蔭人

消のの

道後法た

月援

同

設講成、

防受平で

備地

律２

会変法第

協の年条

求、７の

請は第項

に更

第に

るめ）定

す認号規

こな
月各

十消

一他防

日

各

会、
部

本

電支

金

番地

話庁

曜

政

号域

日策

々こ日ー

分に日る５タ

くる過を

しすをと

ら関
ると

豊業せ的

、事ご目

自い域る

に行地す

かを
たべづ

しす会

立、社。

２条、を
宅のり

在てく

者と

丁齢要

日６高必

。

２の人

番そる

１やす

目

て
障し
、対
族に

号家々

函はでも

持一
を、
害

セ

祉ごて

日ン番館福過っ

市 タ

び増た福

ー号及のす、

辺にので

ず周進め祉

み

社

域わめ域

地係き地

紀

動いに

高活か会

のる細

よ

に行ー与

者をサ寄

齢

とい

す北

１告
第公

。。条り

事

定知

規。道

のる海

項

地

－部

の
次
、
り堀

よ
に

域
政 －

策
課

と

防
部
務
総
道
海
北
、 ）

健の

がが祉

活々福

生人

６

で

営 の に非 請 款定

定申特

るが
い人
て一
っ人

利 記

５

る 表 非 請た 定
申特代主

スる

対いビす

利事 営 の

、し提と

て楽をこ

し、

４
非 請た款 定

申特代主定

と達

利事記 営 のるに 表

課
防
消
災

設
り也

お

載

あ 事記

るに

た款

主定

た年人 れ法 た

さ動 っ活

し平ピ

的日称
名 目月の

こなニ間続成ア

まの人

ソ の社ーとけ

務 者 あ

法会ズしる年ン

年人の 法 たの所 動 っ活
日称名地

名在 月の氏所

成海樽

切子育平北平小

道市

にど成

しもに

載 者 あ

たの寄年総祥朝

れ 法 たの所さ 動 っ活務
在目 月の氏所た 年人の

湯岩心ー

日称名地的

名

を

成条浅見ことジ

平七

沢の体 保

るタ益

年育起市法の持

い子野ーに

わく思行親

きを、や菜を寄

れ生い

載
こ生共福高の地与

る
的

在目

所た

のれ

所さ

務
地

本

札

会

幌

福にてこ９会

豊ビは

市

重を９

は祉沿尊と月

人

的

社ーてし目日

、サっ

す

福ス供健と

会ビ提、
。

の画、なる

祉をし全
て生

門的い立

専一老自

ちな障の

たはも活

家で

教与９合子里
にく害維

６祉温

育育す月福川

保

１

行関こ日研泉

をにる

目

とるをセ丁

うわと究

と研目ン

も究的タ

地 、どすお番 になとー

地をるた

の、業

でい事

域行。る

は方る

９所子７人両て

子生う

５西、でよ

月条
目もの自

丁ど活、

日４

を素

番暖本の

５が基然
、人

家びや

い学材

地か

栽域す

な由の

的自と

庭

・者培住る

とき有祉齢

しる介とを民こ

なとす

を

自た同護共通にと

く

て放目

ら生志のにし開

進祉環し的

の活と増福

送にを村境まと

責を共

る

とる福始でのちす

任

をく。

能こ祉めの事づ

介会活考り

力と・社生

の

お必護教体えへ

にが

本

平ル、
い要保育験、

な

園的

美階格

区３

目社

丁化

７齢

条高

五２会

〇

、を持

て

号け

７向

番に

を

、用っ進

り利持促

よ
々、援

ま個も支

さ者て 支の
ても

育ど
子子部

ざ

でふ
や全
援健 を

のない

気か合

囲豊れ

のや生参

、
でメ大

中イ

自考等推無き画

てと険

薬い広

由えの進農が等

同業共にセく

で、事と

、

、

るじをによン公

明
ら
と

に
齢

年



９
申特代主

平 請た 定

成

のる 表 非

十

事 営

四 者 あ利

年 っ活務

十 動

北 海

８
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

道 公 報

７
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

第 号

事記
るに 表

た款

代主定

の所

務載 者

月 の 法 た

十

所 年人

一

月の氏

日

平生三千

日称名地

名在

活達

金

支市

動の成活浦歳

の健

曜

９セ明流

場全年援義清

を育

日

法 たの所さ
提成月ン２

目 月の氏所た 年人のれ

こ鈴網

日称名地的

名在

心備成ど木走こ

の整平
も市の とに

治場人

力寄年み要駒法

結す月い南は

を与９ら

た 年人のれ 法 たの所さ

名地的

名在目 月の氏所

・っ

平小中小事い

日称
・市のまた

成樽樽こ
人の々

年朝一新法ち様

月の４は美な

９里夫光

化と

か志クま存報文こ

利記振を

、す化た・・

関築用録興目

ピ人に建

ソとす設・のの的

ア達

所さ

ンのる計活収発と

地的
在目

氏所た
のれ

の

のの

津見こそ

水北と

名

の

郎町人庭

仁幸法前

市

タ丁

７は

供を
す図日ー目

るるひ

目号

、をば６

等事ろ番

。
整る
境す
環と
育的
教

２、
し
通
を
備

集る

代

、と目世

しこ日丁次

的８担

か目番を

豊を２

る供

域す子

地と号う

な
展会

発社

のに

会。達

社

清域

９ま丁、化地
と教

動

づ１域掃活

日ち目地
お川を

く番のや

り

て

会り保し

の号祭の通
の域

能ど地

芸な、

や全
ス保ら

・然暮

化自に

文

及る

夫コ事者用集展す

法保び。

妻ミ業の方、

ニ地ォの存地

のュ、ヴ

び社

績ケ域ー研及域

業

歴ズ、提会

のーのリ究

形

存ョ史氏さ供の

保シ

関に関成

・ンのにらに

用促態すこす・

利の実

ら事展

・進調るれる発

ネ及築に業に

活や査建

４見・

目北存

丁、保
用

が用

番市利
関
るに
す用
存活

号保・

、
て

ン業
ソ事
アる
ピす

供
子

社育
事記

るに
た款

主定

境会

環社

会や

に表 非 請 款定

定申特代

ー活人

ポ護す

利 記営 の

行とち

ツ動た
る 表 非 請た 定

申特代主

ッび遺関を寄

利事 営 の

じす

研ト研産す通与

・

、保情てる

究ワ究のる
、

をー
非 請た款 定

申特代主定

記を

利事記 営 のるに 表

」ほ
館う
念行

のれ
所さ

務載

記
に

款
定

供高ま働

地的
在目

所た

こ

小こつの年なく

苫持
全者がと

牧の女健齢い

さ動 っ活 載者 あ

市法性

月の氏 た年人 れ法 たの
阿

的日称名
名 目

部

のき様平

こ地る々成

の域よな

活務 者 あ

法でう支年と

所 年人の 法 たの所 動 っ

札

日称名地

名在 月の氏
域橋樂幌

室成平地高設

リ市

、に成

相寄

載 者 あ

談与年ハ育美西

れ 法 たの所さ 動 っ活務
在目 月の氏所た 年人の

竹札覚な

日称名地的

名

ら

成ー井幌こをが

平ナ
サ市の高

れ
さ

載

年リ洋北法め健

こ齢場域

高の地

的
目

た

、を

法やつ祉

の者を福

気成生働通

柳人が育の

て

４少軽及きくじ

町は

女い齢社

丁子にびが高

高け性対者会

目、働

とそ貢

番齢るの策がに

化よ社

号対う会しの献

五 策な参て経し

一

促、と生

の環加は験、
力が

環づ進一能き

一境

快、援９ま満

とくを般

ま

は適地事月こ

人
、に域業

齢きハ展

高活リを日い

テる

やきリす

者活ビ開

者たシと

害しーこ

障と
の的

び活ン目

及生ョを

実子紀区
のお理と

そを

プ寒

業る月践発

事す９

等こ
のと日ロ

子をジ条

育目ェ
り２

支とト目

て的ク丁

をるら番

援す
行。い

子区人、康
子
、

いふ号

ぶ豊

月幼新は学で

９ー
稚琴、
３人とな

日舎似少こか
ぶ発

３制遊の

条数と心

７さとを

目よこ達

丁の
生バす

番をの促

障くの

しン児

号かラ幼

、

、を、上

は害り向

人
人な展

域つ軟発

地持柔
与

族安活寄

家が生に

、
てをる

びし援す

及心支
を

団用なと

係利行こ

関

を

しり図雇をい

体でう

通とにか得

てをる用生
なつい

子じとはして

、

、

を子にじつく

供ても

基。

族るにる

家く念す

で、

各がき

、とづ

がこ

いス教
育

全
健

の
も

ど

々

然

ろ切自

い大、

ろを育 的

ときこ目

感し教

なに

れよす

携ふにと

連ると

、い、。

てありる

し



納央

昭融よ出中

金の別

関に成取支

和機う平

扱店 年の改

融を

北名正年金」

海称す

道及る月機
関紋 告びこ

示位と日の別

北 海

第
示

告
道

海
北

号

道 公 報 第

非 請た款 定
申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

号

平
成
十
四
年
十

並し株店

第置と表支

び、式」

こ成社改

号に平会に
北め 北れ

銀。

海ら年洋る

道の

の

病店月行

院舗
いら

業おか中

事に日項

会

テの環と

す市ニくる的
作る

。活ィ者境す

る民
らやジ参り。

さ動ビが

た健報青業
に市ネ加と

ら実文全を少実

を自の

や

む考践化育通年務

育

た起技

教えを・成じの

術育社業能

育創目芸教

のれ 法 たの所さ

、造的

名在目 月の氏所た 年人
皆札や地も

日称名地的

成海川幌こ若域の

平北
道市の者教で

昌東法の育、 年

ロ少

９プ宏区人社プ青

月ロ伏は会

月
十
一
日

機こ

金

をを
会と

曜

保的
確目

日

に取行走

計て施網

しと

北支

る扱る央

係りす中

る道」

納せ海店

出わ。

金務事

扱事知を

取
関囲支

機範堀走

融の網

民スしそ

びの」

及）店

業のりサ

、事等たの

は
プ業わー

少を起関ポ

青
デ境た体

やロ環っト

年
ー整、作

者ュをり制

若
し支りに

関スえ取り

が
ましむめ

る、援組努

わ

お会家レ
とた、こる

こ

すスよ活育ッ

個しと・

や極るポび動成ス

性積

育を

特的。ーまと教ン

づ育や通

技にまツち教

、職く、イじ

を活た・

きで青業り国ンた

引動

ー材

出き少体や際タ人

ベ流ン育

しる年験イ交

若野ンおシ成

伸人や・

さに者外トよッ教

張間

グ年
せ育を活のびプ育

デ古、教
やム若

日ュ９北育ラや
の

ス２道健や者

ー条海

間

目よ育由人

丁お全自
成

番札教育形

３び成教

幌育プ
い

に振グお

号市のロに

努を、

いにムて

お興ラ

る
あ

力
活。

、る
てす

て

達に

に
り
く
づ
会
社
域
地

取を也

納部、

収一

平事

土、理監

ら

扱次紋
・別

改の成の 事

地次
良と
法お年
り

のと

の、実とこ

役月氏

き目

きミにでを

でコ際

るュ多

北 め

海

北

土た 海 帯

道 春平 道地

告 日成 告改 広

示 地 示良

第 区年 第法 市

及
び月

目

るて中動運国おを
農

教び的

教る心に営際よ

る情育職と

育教とよ、

れ交上鹿清

ら

、

、育し
成分追水 士

地た平換

土

合

改農

幌 良用

画

法地年計町町

町 等

間

、め展人

の月を農農

くる心

少べす的

青る開
、
年

北
海 渡道株館

道 南 島式工

告 雪 保会場

示 印 健社

第 食 所ム

のッ 肉

る
す
与
寄

項タ

北

平 海

成平 道

成 告

年 示

北年 第

海
道月昭
和員
の日

第更
律変

法所名

年住
の変

届
あ 第
が住 ）

出 号
っ

昭

た更 条
号 菊 号和

業水日

第 員区
律地

法 委部
年東

の

会農

富等 第
地 ）

用 号
の

定農

昭

交 条

和交
換日め業業

委 法合農委委

年分た業
員
員 第画委員員

律計業

を
認会会会会

た地北幌美 第
し ）

可 号
。居
区辺 条

株号

茅番

社函
ム 会

ハ 式
中ー

郡の郡の

部地部地

茅番
姫姫

字字

町町

森１森１

告 号

第
示日

号

。 第 指
の
号

番
場
畜
と

に
定前

規
の

項

事 渡

知 、

道 り変 海 よ

北

士分 ８
換 第

更 野

堀 平
島

北 に
を 定

画 規
計 の

合 項
た知 、

し道 り
可海 よ

認

８

第 第

農

堀 町
海
。事 別

北 に
定

規
の

項

名２内蔓

地
の

事 次

知 、

道 り

海 よ

川川

区

堀

印社 海雪会 北南式

道株
ー

株タ 事肉ッ 知食ム 道

を
部

一
の

）
定

会ハ 堀式

よ
の
次

五う 二

区
良

達所 改
地

土

正
改

に

か後

也

お
に

定

也 が
会

達 員
委

業 」」

社ム

め

也 定
て

達 い

る
す

。
る 也め

改 達をに 。



北

漁 海

業

同同倶改

道

災

知良

告 安区

平 害 示 土

成 補 第 地

十 償

四 法

年 号 同同倶

十 知昭

北 海

良 北

土事事倶ニ 海

地業平業 道

改の成主知セ

告

体安コ 良工 示

法事年名町町 第

の
昭完月

地出近 和了 号

の日

道 公 報

め覧 北

道たそに 海

営。の供平 道

土関す成 告

地係る 示

改書。年 第

良類
は月

士、 号

幌北日

第

供平

土定用そに

規用覧

改よ水関す成

地に排の

良り）係る

法、）書。年

門事類

昭別業は月

和町の、

土施北日

号

海
北

理

示
告

道

事

第

櫻

号 井

月 安和

十 琴

一 平年

日

同同基水第
律

法

盤）

号 整

金

第 促） 備

曜 進

日 基条

律が名雲藤

法出
年届区

っ
第あ
た事農土

備良 第整改 ）。道地 号

総 業

海

２農備

の通整

条普合

庁

地支

農勝

区十

地道

西

置

備え

整備

全に

保
保、

地て

農い

認日

法改の道

年地行海

がの支

第区可高

律良
新申庁

え 第
にを備 ）
た請に 号

行適
う当置

、 ９
地決て 第
土とい 条

七
郡

田３
亀の

夫
民

改定

第

整２

盤の

川
大

字
町

飯

項

］３

備
農の

用に

き土用定

暗客業規

同同出
届
る

）排よ

ょ）

第道

が

同

北］

の型

項般

１）一 の

定海種

規

類

り事）

よ知道

に道農

お成

と完平同

の
次堀

、

）成

全平

了

）

北

事年

業

道

の月海

土

堀

良ら

改か事

地日知

事

良し平 項

更、

変間

業日

た成 に
お庫。

北 て
富年 い
地

道 用
区月海 準
ア

ら 同
ヌか事 る
イ日知 す

堀 法
農
林

対、 条
業間 ８
漁日 第

飯
七
郡１
田地
亀番

地
番

あ

川
大
町

っ
た
の

定 北

森す 海

る平

わほ

道

。成

か林 た

告 め法 て

示 貝

年 養第

殖

昭 養

和 殖

月 業業

り達年 土

月 地也

改日

成

ん ２の平

の結こ

条締

ぶ 第申
３込

殖

項み年養

のに

也

画般

計一達

規つ月業

定縦

をの

北

漁 海 区吉上羅

道業
告災 ノ

示害
第補 域岡国臼

償

般 １
策一達 第

２締

の業縦

農の也 項

北

漁第結 海

３の平

こ加

道

項申成

業 ん

告災 ぶ入

の込 示害 を

規み年 第補 と区

定に 償 る

につ月 漁

目
丁

のっ成

次あ平

、が
で意

加た
入も年

区の
にと月

号年

地華

第 辺法

律 茂椴

法日

及
崎第

石） び号
２

の
条

定い

内、

よ、館岸船

にて日

届法島根、鹿

る同小、
松、武、

出第、崎古部

が

前宇井羅
恵、 の っ、賀、臼 条 あ
第 次沢銭山船 ６ た大、
吉沢椴、 １ の、亀、泊

法

項 加

号 区中小同

っけ

和 ほす

昭 型型
ら

律 きだ

法 まう

年 けと
漁漁

第 網
分業業

法

第
）
号

よい 号 業根

同

和 、届、

昭 室るて日

歯出
法 及あ第

年 舞が法

律 びっ

石次条 第 落た
第 の

規 及 第の 域 ）項 区 号２

係認
号

１
第
定。
特る
るめ日

の
項

１
第

約
規

の
者
業
漁

り
よ

に
定

規

五 、

三

の 入岡、法香

う
よ

の
次

福崎、、 規 区、石華深
直泊 に 係島、木鴛 定 に
る 区知安、、 よ る、小
戸札脇 同 域北内、尾鬼

特道木井部、 意 内海、

川法 あ 定知古西、仙 が
殖、、汲志 っ 養事内部
安び も 業堀当東、及 た
者別戸

道に 海

項 北

３
第

６
の

条
用 堀準

て 事い 知お

び定
係る ５によ 第分に 条区

い定が お特意 にる同 項

も 用号た 準２っ て第あ

定
設

の

者と る業の す漁

知

同道

、海

て北

い
つ
に

安
保

に

の
項堀

１
第事

条

と の、井浦沓 の

指
を

林

達辺日臼 認 共茂、、形

、、、 る 契地浦尻 め 済 同
る

す
の函尻大 。 約也 也第

法 達 済る 第共め 法の認 同

。 契

也

よ
に達

定
規

のの
約 条

同
る



２
解在保た解備

に

除場安目え

とのい

除 に所林的次置

保て」縦 の るし図て

係
安指は覧

北 海

１
解在保た解備

に

除場安目え

とのい

除 に所林的次置

保て」縦 の るし図て

係
安指は覧

道 公 報

定 北

森を 海

解平 道

除成

林 庁

告法 次経

す 示 の済

る年 第昭 と次部

。 和 おの林

月 り図務

号年 と」課

す及及日

第

２３

間 定
立村立

指指アイウ

伐伐林伐

定木木 主主森

の伐伐 はと整に 施のの

て計る 採採 業、し備係

伐伐画森 目のの

択

号

安
保

１

平

林 成
十の
四所

年在 十

す

のさ省供

林定、に 理
そ）

、。
しる

所れ由略

の路図

呂害水の

常風排
北

呂備地を

佐防用面

郡

に 理

字る道

町す海

間と

由略す

のさ省供

林定、

風農そ）
、。

しる

所れ

面

郡の用図

呂害道の

常
府す北

子備とを

訓防地

るびび

法

字た道

町る海

第 。中

律

次標
の津

り場第

お役） と町号

」に

第

省置２

、えの

は備条

で林 方限 要

して２

略い

的件法よを定は度

に採
標の

。るる次

るすめ、

のが伐お

砂と準と

土こ
以す

壊き齢と

崩で期り

備木の。

防立上る

のる

場

はも

月
十所

一
日

中図
郡の

津次
標て

金

津示
標に

曜

字部
町す

日

支

成め走

大た網

養分

庁

示務

に林

図部

の済

次経

限呂

に佐

分び

部及

す課

支

丘走

柏め網
庁
経

知林 図 道部 の 海済 次 北

び 部 堀及 す課 示 事務 に

そ覧の

、縦項

子 に訓 分

よ

面すに

図供定

のに規

係次

関）、

び。り

及る
海保

北に

をう

類よ

書の

木。
立る

該す
当と

、の に

に
村
町
市
る
す
在
所
の

る
牛限

老
。

道・ 海１ 北） の
知

堀
１
事の

場

）役

。町

る間

２
上
以

３

者かア 証条

はの

し付、審申 条 当明件こ
５ 入 調た一ア査 の の 該

ら申 の 札 達も般かを請

役 。町 る 達府 限

物の競

２

場 ） 也

の平格道当と

入次資こ
証

にい成をが該を

納札

有行調 参ず

物し

加れ年すう達明 入

の

根林

道安

すに北る指

１
支指

室
に達業達

札調企調借

入

受る

す報す 付上 を情を

町
市
る
係

る

北

次 海

の平 道

と成

備

告 た解え

お 示 目置

り年 第 除 的次い

一 のて

般月

３
い
也つ
に
達筆

図縦

と

に所林

除場安

解在保

で争ウ請 ２の は るし

係

時 地 にあ入まし の 、 品

け期 定 方 関る札でな 規

と加定れ に 自 しこ参に
る 法 要。資めば よ 治 、

とら成 条 施 求格るな平

件 行 仕の
令 様審こな

一

書査ろい年 付
昭 にに。

競 和 記よ月 般

載り

にも 場るも海こ名品た

告。争関の

者該道と競

あ

所必す示入しで

に当

に迅る

要る第札、

なこ

すなと

建資と号関速こ
フ

部はるア。

設格。又

をー

設成名タ

建平指

管

る期 賃信賃

す

理年停サ

し物間

借と借 事
貸用貸

た期

等使等

品て品

項物
名す仕成だ間

の用の平
しを 称る様

予長

及サ等年、延

びー

のる

数バ月算す

量ー入

の競 号 」覧
す札

、供入 理
はに争日

由略る
省

道そ
、）下

し。以
と

地面」

用図札

路の入

定

安指

保て

す北い

とを

す害

厚示風

所れ

のさ

林
中に備

浜分防

郡部の

岸

の、日 争

町限

ーのら 札 政 ハ２か 入 年
で 令 ド
ウ及日 あ 第

ェびま る

で の 号
下

件掲 、 以

要に で 。

ア
をる 札

等げ 入
加 」

た格 参 令

満資 に 政

建海さビ

室北止ー

しを

いメ

情告て・

設道れス

内９いテ

課第なン

報示

体

規。ス

にとン

号こナ

日範こ

物整

るが

す制

定

、札
明ら内が

１ソ説か囲と
平り

当ト書平で有

月フ

成得

たウ及成

りェび

る 北のア仕年
書月２

海単、様３年。
月

道価周

知）辺に

事機よ日
。限

堀。でを

器るま日

を

め釧）

た道。

る海う
。

済る

経す

庁施

支実

路

字。
大る

び
及
課

務
林

部

静、
後）

村
円の 字
朱
別

五原

四野

う

いす よ い

て有 し と

の

ど す ）

こか と 。

るる う れ

のさ

品備

を第るう

と

に

一度

のる

借い

貸て

賃 町
中
浜

約

也契
該

達当

式

に
場

役

に
図
の

次



１２

に入落路路

号道道

平 札 掲札のの

成 決 げ金種路

十 定 る額類線

四 に 入等名

年 当 札に、

十 及係道区

北 海

８９
価

務 交を開

落財）契要そ

則の っ 者書 規札 も

札約

に 入の 第時 て の作 付
決成
札 条 定の 方お

道 公 報

６７
説

入開開札札交

入入入
金書 札札札付 証明

札保
証 日場日場 免交

はの 保
除付

第

４５

約 審海海札入

契北北入

項 を札建行

条 査道道執

っ市部場 を 行幌設の札

央設及 す場 た中建所 示
と

号

の の類
書 請

請

申申

イウ

た 提

月 っ びる道域

十 て こ消及

一 は の費び

日

の場

入 告等覧

、 公税縦

に め扱
書 定取所

札 に

金

載 入

記 るい

曜

れ に

さ 札

日

い

た 関
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入 る のた す 限し と 制の
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縦
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条計

札央
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目

幌郵区
西
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市送北
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時方
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法

資

令 るア審でる
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昭 名タ入格
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政 さビ加る
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契資と号
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当平

等
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目
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道－部

警
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た央
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制らな の

体か

場示

る告

す道

整まれ の

物
る
す
定
規
に
号
９

所第

）
着
必

の
品

．．．
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落
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は 税当落事金、こ

者を札。

、 及該札業額

地額格で入決

入 び金価

書後

書 方にとあ札定

札
円るかに速

に 消１する

に

載 税未のを記や

記 費

を及 の 則お り）札
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